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令和 5 年度 介護現場の生産性向上に関する普及・定着促進事業
生産性向上の取組に関する介護事業所向けビギナーセミナー

介護の標準化を目指して



社会福祉法人 杏樹会
特別養護老人ホーム杏樹苑爽風館

■開 設 2015年4月1日

■所在地 埼玉県入間市仏子1111－1

■事業所種別

・ユニット型 指定介護老人福祉施設100床

・併設ユニット型 短期入所生活介護事業所20床

・令和元年度埼玉県介護ロボット効果実証導入促進

事業モデル事業

・令和3年度埼玉県スマート介護施設モデル事業

・令和5年度よりユニットリーダー研修実地研修施設

爽風館総職員数 95名

常勤職員 62名 男性17名 女性45名

非常勤職員 33名 男性10名 女性23名

男女比率 男性29％ ： 女性71％

年代別構成 １０代・２０代 約25.2％

平均年齢 42.2歳

入居者 平均年齢 88.3歳

平均介護度 3.8



介護サービス事業における 生産性向上に資する ガイドライン

介護サービス事業における
生産性向上に資する ガイ
ドライン改訂版より：介護
サービスにおける生産性向
上のための７つの取り組み

準備
見える
化

生産性向上に向けた 改
善活動の標準的なステップ



本日皆様にお伝えしたいこと！

• 介護サービスにおける生産性向上のための7つの取組より

一例として【杏樹苑爽風館】で実施した取り組み２）業務の明確化と役割分担：（２）テクノロジーの活用

適切な介護ロボットの運用を目指すとき理解すべき９つのステップ

準 備 期 導 入 前 期 導 入 後 期

I.情報収集

Ⅱ,組織全体での合意形成

Ⅲ,実施体制の整備

Ⅳ,課題の見える化

Ⅴ,導入計画づくり

Ⅵ,試行的導入の準備

Ⅶ．試行的な導入

Ⅷ．小さな成功事例の共有

Ⅸ．本格的導入に向けた

手順書・マニュアル作り



正しい導入のステップを無視して
介護ロボットありきの導入では使用定着に失敗します！

≦
きっとスタッフが楽になるだろう
とトップの想いだけで導入ロ
ボットの機能は素晴らしかった
が定着に3年程かかった

開設より移乗介助にリフトを
使用する風土が根付いてい
たため優位性が得られずら
かったことも一因としてあった

足らなかったことは組織全

体での合意形成と課題の

見える化と、業務改善の

見直し方等でした



介護ロボット導入に際して実際に行った改善の流れ

準備

見える
化

現場中心のプロジェクト
チームを立ち上げ組織とし
て介護ロボット導入に向け
て合意形成する

気づき事から因果関係図
を作成し組織の課題を見
える化、ロボットで解決でき
る求める打ち手を決定する

Action

Plan

機器のデモと選定、既存の
オペレーションの見直しとマ
ニュアルの作成を実施する

Do

Check

オペレーションを見直し、リ
スクを分析、必要な研修を
全員に実施後に試行的導
入にて職員が使用を体験

職員が使用するためのムラ
を無くすため機器が示すア
イコンにそったアクションプラ
ンを作成し導入する

アクションプランが定着した
ところで小さな成功体験を
集め、共有、KIPを測定し
課題が改善したか見える
化した



９つのステップで重要なこと
～９つのステップで大切にすること～

〜準備期〜

①情報収集
多種多様な介護ロボット
の情報を収集する

②組織全体での合意形成
トップダウンではなく多職
種や現場の声を聞く

③実施体制の設備
多職種をメンバーに入れ、
職務上位者はオブザー
バーに回る現場中心のプロジェクト

チームを立ち上げ組織とし
て介護ロボット導入に向け
て合意形成する



９つのステップで重要なこと～９つのステップで大切にすること～
〜導入前期〜

④課題の見える化

⑤導入計画作り

⑥施行的導入の準備

ロボットありきではなく
根本的に必要なものを探る

科学的根拠に基づい
た選定も必要

施設用に誰でも分かる簡単
なマニュアル作成が必要

皆の気づき事から因果関
係図を作成し組織の課題
を見える化、ロボットで解決
できる打ち手を考える



９つのステップで重要なこと～９つのステップで大切にすること～
〜導入後期〜

⑦施行的な導入

⑧小さな成功事例の共有
成功事例を目に見える形
で共有する

⑨本格的導入に向けた
手順書・マニュアル作り

マニュアルの随時更新が必
要

成功事例を目に見える形
で共有する

テクノロジーの導入にはオペレーショ
ンやマニュアルの改訂など一時的に
業務量が増えるため期待値の相違
とでモチベーションが下がるが、スタッ
フ皆の小さな成功体験を積み重ね
ることが使用と定着に大変寄与する



介護現場における生産性を考えてみましょう！

• 生産管理や業務フローの改善を

進めるに当たり排除すべき要素

として挙げられるムリ・ムダ・

ムラ（3M）ですが、介護の現場

においても同様にムリ・ムダ・

ムラが存在しており、この事柄

について業務改善を図る事で生

産性の向上を目指しましょうと

いう機運が高まっています。

【介護現場における３Mの一例】

1,ムリ：職員の心身への過度な負担（例：小柄な女性
職員が80㎏を超える大柄な方を一人で移乗する。）

2,ムダ：Wワークを無くす（例:PC入力の介護ソフトに転
記する為に紙の帳票類に記録する業務があること。）

3,ムラ：仕事量がバラツク（例:個人による介護技術のバ
ラツキが多く、スタッフによってタイムス毛ジュールが立たな
い。日によって必要が無いのにスタッフ数が大きく変るこ
と。）



杏樹苑爽風館における生産性向上の取り組み
見守りセンサーを使用した介護の標準化の例

PCや手元のタブレット端末等
で、リアルタイムに波形による
生体データや睡眠データの状
態確認が可能となっている！

PCやタブレットにはわかりやす
いアイコンで表示されお知ら
せの内容など簡単に判断が

可能になっている！



12

転倒した経緯がある又は転倒事故が起きてしまった時

カンファレンス時に使用可否の話し合いはあったが
ほとんどが現場の判断での選定だった

今までの見守りセンサー選定の流れ

転びそうだしセンサー
必要だよ

機器の選定基準すら曖昧
で現場任せであった事を反
省して業務改善を行う
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各居室担当が
「転倒スコアリングシート」記入

多職種で「対象者選定アセスメントシート」に
沿ってカンファレンス実施

MMSE、バーセルインデックスの
数値と共に分析

機器使用者の選定を標準化する仕組みを考える

・機器の対象であるか
・カメラは必要か不必要か
２点のコンセンサスをとり
総合的判断を行う

転倒スコアリングシートとは
行動障害や既往歴、薬剤等の項目に分けられ
設問ごとに配点がある、質問に答え点数の合計
で危険度を０から３までで分類するシートとなっ
ている
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説明と同意書の作成も重要なプロセス

介護ロボットの役割や付属の
ネットワークカメラの使用条件
等ご家族等にも誤解のないよう
に説明し、職員にも共有

ご承諾書は使用前に相談員が
ご家族と個別面談を行い取り
交わしたのちに介護支援専門
員がケアプランに記載している



各カテゴリーにおけるアラートアイコンの
行動マニュアルを作成

転倒危険度を基に入居者を４カテゴリーに分類

職員の判断基準を標準化し使用を定着するための施策
アクションプラン作成①

15

C社製品



各カテゴリーにおける
アラート種類の優先順位

高低図を作成
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職員の判断基準を標準化し使用を定着するための施策
アクションプラン作成②
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、 、
３種類のアクションプランを作成

アクションプラン内のゴールは基本的に施設既存マニュアルに繋がるように作成

職員の判断基準を標準化し使用を定着するための施策
アクションプラン作成③
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～ KPIの測定：小さな成功体験の共有～

アラートによる
訪室回数を
７日間計測

６２回

94%

アクションプラン活用回数（２ユニット）

優先順位を

つけれた回数

総アラート回数

導入前 導入後

割合

０回

２４８回

0%

58回

※経験値のみの判断は含まない

アクションプランを活用して優先順位を
つける事が出来た回数
結果としては、導入後はアクションプラン
を活用し９４％が優先順位を悩まず
つけられたという回答

誤報による訪室回数の減少を
検証。結果としては誤報による
訪室回数を減少することが出
来たためこのような報告が挙
がっている

時間帯別による精神的な負担
解消をアンケート形式にて実施
前と実施後にて測定し緊張度
を測定している



介護ロボットで訪室のムダを抑え、アクションプランで行動の
標準化によって介護職員による判断のムラを無くす

介護ロボットの特性を理解し
使用する事でムダな訪室や
ムリなオペレーションをなくす

アクションプランの活用で決
め事をすることで職員の経
験や判断によるムラをなくす



頑張れば出来る！ではなく誰もが標準的に
実施できる介護の標準化を目指して

１、24時間の時間軸２、生活リズム
３、本人・家族の意向、好み４、自分で出
来る事５、サポートが必要な事に分かれてケ
アの見積もりが詳細に記載されたその方の個
別ケア実践の為の24Hシートでユニットにおけ
る個別ケアと暮らしの継続を標準化している

ユニットケアマニュアルは
上下巻２冊で施設運営に係る
全てのマニュアルや指針等を
網羅しています

バッテリー完備で自走式の為使
用場所を限定しない移乗用リフト

HAL腰タイプ介護支援用は移乗支援
として疲労度軽減と腰痛予防に使用

介護記録ソフトを活用して電子カルテで全スタッフ
が記録を一元化して記録閲覧が可能になってい

る

システム補助としてタブレッ
トを活用。音声入力や言
語翻訳機能なども完備！

人の眠りを可視化する介護ロボット「見守り支援
システム」PCや手元のタブレット端末等で、リアルタ
イムに状態確認が可能となっている

排泄予測支援介護ロボット
トイレットトレーニングで失禁にならな
いように排泄のタイミングを知らせてく
れるモードと排尿パッドなどのアイテム
交換を適切にお知らせしてくれる機能
を完備※この画像の使用はメーカー
許可を得て使用しています


